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～Road to the Future～
東 京 六 本 木 ロ ー タ リ ー・ク ラ ブ 会 長

　国際ロータリー・クラブ会長

『地域を育み、大陸をつなぐ』

『未来を見据えて』

～Building Communities 
　　　　　　　　-- Bridging Continents～
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クラブからのお知らせ　［１０月４日例会］クラブからのお知らせ　［１０月４日例会］

本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム

● 幹事
本日、会長が所用によりお休みですが、どうぞ宜しくお願い致します。

ＩＭのお知らせ

　１１月８日１６時よりホテルニューオータニにて

恵比寿RC１５周年のお知らせ

　１１月９日１８時よりウェスティンホテル東京にて

東京国際映画祭みなとクリーンアップのお知らせ

　１０月１６日（土）９時半受付、１０時より

　１０月に開催される東京国際映画祭のため変更となります。

　通常のクリーンアップより１時間遅くなっていますのでご注意下さい！

今月は米山月間です。地区での目標額は一人２万円とされております。

寄付金は税控除となりますので、ご寄付の程よろしくお願い申し上げます。

● 親睦活動委員会
９月２７日「秋の夜長を楽しむ会」を開催致し、多くの方にご参加頂き、以下の方からくじ引きの賞品をご提

供頂きました。誠にありがとうございました！

　　　大橋会員、山中会員、安間会員、小西会員、安井会員、

　　　渡辺美智子会員、片岡会員、松本会員、齋藤明子会員

平成２２年１０月１８日

卓話　 江戸三度のはなし   
浅田屋伊兵衛商店株式会社　取締役
東京六本木ロータリー・クラブ 会員

浅田　豊久  様



東京六本木ロータリー・クラブ

　職業奉仕の基本原則　（ロータリー章典より）
　８.０３０.１. 職業奉仕に関する声明

　職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理想の実践をロータリーが
培い、支援する方法である。職業奉仕の理想に本来込められているのは次のもの
である。
1）あらゆる職業において最も高度の道徳的水準を守り、推進すること。
その中には、雇主、従業員、同僚への誠実、忠実さ、また、この人たち
や同業者、一般の人々、職業上の知己すべての公正な扱いも含まれる。
2）自己の職業またはロータリアンの携わる職業のみならず、あらゆる有
用な職業の社会に対する価値を認めること。
3）自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てること。

　　 職業奉仕は、ロータリー・クラブとクラブ会員両方の責務である。クラブの役
割は、頻繁に職業奉仕を実践することによって、クラブ自身の行動に職業奉仕を
応用することによって、模範となる実例を示すことによって、また、クラブ会員
が自己の職業上の手腕を発揮できるようなプロジェクトを開発することによって、
目標を実践、奨励することである。クラブ会員の役割は、ロータリーの原則に沿っ
て自らの行いと事業と職業を律すること、また、クラブが開発したプロジェクト
に応えることである（１９９８年６月理事会会合、決定３４８号）。
【出典：１９８７年１０～１１月理事会会合、決定１６４号。２００１年６月理事会会合、決定３５２号により確認】

とロータリー章典にて謳われておりますが、当クラブでは、中学生ならびに高校生へのイ
ンターンシッププロジェクト等を行いながら会員各自が職業奉仕の実践に務めています。

幹事　山口　富久

１０月は『職業奉仕月間』ならびに『米山月間』です
（Vocational Service Month & Yoneyama Month）

　ＲＩ理事会では、一人ひとりのロータリアンだけでなく、クラブも職業奉仕の理想を日常
実践するよう強調するために、特に職業奉仕に焦点を絞ったプログラムを行うよう、奨励
しています。
　クラブに推奨される具体的活動には、漓地区レベルの行事で、ロータリーボランティ
アを表彰すること、滷ロータリー親睦活動への参加を推進すること、澆職業奉仕活
動またはプロジェクトを提唱すること、潺空席の職業分類に会員を入会させる会員
増強活動、があります。

（ロータリージャパン　ホームページより）
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　米山記念奨学事業はロータリー独自の国際奨学事業で、“民間外交として世界

に平和の種子を蒔く”ことを目的として１９５２年に設立されました。爾来、今日ま

で日本への留学生約１４,０００人に奨学金を支給し、民間の奨学事業としてトップ

の実績を誇っています。

　学友の中には大使として活躍しておられる人、それぞれの分野で大活躍して

いる人、祖国に戻って祖国の発展に努めている人など幾多の人材を輩出してい

ます。東京六本木ロータリークラブでも、柳さんという留学生のスポンサーを

しました。

　大勢の学友が、今も感謝の心を持ち続け、日本との友好促進に努められるな

ど「日本と世界の《懸け橋》となって活躍し、ロータリー運営の良き理解者と

なる人材を育成しよう」との事業は確実に実を結び、高く評価されています。

　この事業をさらに発展させるため、ぜひ皆様のご理解ご協力、暖かいご支援を

賜りたく、宜しくお願いいたします。なお、ご寄付に関しましては、年間５,０００円

以上の個人の寄付は所得税の控除対象になるほか、法人の寄付は一般寄付とは

別枠として損金参入が認められるなど、税制上の優遇措置も施されています。

　１０月は強化月間に当たります。どうか、宜しくお願いいたします。

米山記念奨学委員会

                                       委員長　柏原　玲子

【ご協力のお願い】

　日本独自の強調月間です。クラブはこの月に特に米山奨学事業の意義を深く認識し、
寄付金を募る活動をします。そのために米山記念奨学生や地区役員･委員の卓話を聞
いたり、さらに奨学生から提供される資料を基にクラブ･フォーラムを開催したりするこ
とが推奨されています。奨学会の目的及び事業・寄付及び表彰制度・奨学生の資格など
は米山記念奨学会ホームページを参照ください。
 

（ロータリージャパン　ホームページより）

※ロータリーの特別月間：クラブだけでなく、ロータリアン一人ひとりが、ロータリーの活動に参加する
 よう強調するため、国際ロータリー（RI）理事会が指定した月間



事務局》 〒106-0032東京都港区六本木6-10-3グランドハイアット東京内  ＴＥＬ：03-4333-8773　URL：http://www.tokyoroppongi-rc.jp/

東京六本木ロータリー・クラブ

会長  篠塚　博　　 幹事  山口　富久　　　　　  片岡　雅敦　　　　　  渡辺　美智子広報・週報
委 員 長

広報・週報
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ニコニコBOX情報

３２,０００円
７６７,０００円

１０月４日

合　計
累　計

１０月４日の例会出席率（暫定）１０月４日の例会出席率（暫定）

会員の例会出席者数 ２８名

会員の例会出席率  ６０%

ゲストの参加者数  ３名

 ※ メーキャップを含めていない暫定の人数です。

次回のプログラム

本日のプログラム本日のプログラム

中島　信二さん
今月は、私の誕生月です。
４０代最後の一年を迎えます。

安間　百合子さん
夜間例会、楽しく過ごさせて頂きました。
親睦委員の皆様、ありがとうございました。

松木　隆央さん
今月は、誕生日の月です。
３６才より、年をとるのを忘れて居ります。

山中　隹弘さん
楽しい納涼大会ありがとうございます。
秋をエンジョイしましょう。

森　佳子さん
先週の納涼例会はとても楽しかったですね。
親睦委員の方々有難うございました。

安井　悦子さん
来週、１６日は久しぶりに「クリーンアップ」に
参加できます。
よろしくお願いします！

山口　富久さん
本日は会長が欠席です。
ご協力の程、お願い申し上げます。

松本　智さん
秋の長雨と申します。
一雨毎に秋らしくなりますネ。

平成２２年１０月２５日
卓話　 民主党政権とこれからの日本

千葉商科大学　学長

島田　晴雄  様

１９４３年　東京都生まれ

慶應義塾大学大学院終了後、米国ウィスコンシン大学で博

士号取得。慶應義塾大学名誉教授。

労働経済学が専門だが、経済政策、国際経営、国際関係論

など幅広い分野で活躍している。

小泉政権下では内閣府特命顧問として政策支援に携わり、

政府税制調査会委員や対日投資会議専門部会長など歴

任し、政府の政策形成にも深くかかわってきた。

国内外に幅広い人脈とネットワークを持ち、学術研究の傍

ら様々な分野でも活発な言論活動を行い、バランスのと

れた見識と率直な発言を展開している。


